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はじめに（道路啓開とは）

○ 道路啓開とは、災害発生時に緊急通行車両の通行のため、とにかく１車線でも通れるように早急に最低限の

瓦礫処理や簡易な段差修正などにより救援ルートを開けることをいう。

○ 大規模災害では、応急復旧を実施する前に救援ルートを確保するための道路啓開が必要である。
※【啓開】切りひらくこと。

発 災 道路啓開 応急復旧 本復旧 復 興

＜被災状況＞ ＜道路啓開後＞



○ 南海トラフ地震は、南海トラフ沿いで発生する可能性のある、最大クラス（M９級）の地震であり、徳島県内の

すべての市町村において震度６弱以上の「強い揺れ」が想定されている。

南海トラフ地震による震度分布図【徳島県想定】

＜出典＞H25.7.31 徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（第一次）
公表の震度分布図に緊急輸送道路等を重ねたもの

南海トラフ地震 徳島県の被害想定＜揺れ＞

１．道路啓開計画策定の背景及び徳島県の被害想定



○ 最大波による津波水位は、海陽町（宍喰漁港中央部）で１５．８ｍが想定されている。

最大波到達
時間（分）

最大波による
津波水位（ｍ）箇 所

７２ （第１波）２．７鳴門市 粟田漁港

６４ （第１波）６．０鳴門市 里浦海岸

６１ （第１波）５．５松茂町 新滑走路東端

５３ （第１波）５．０徳島市 マリンピア東端

２０１ （第６波）５．５小松島市 本港奥

１３９ （第３波）５．１阿南市 中島港口

９７ （第２波）８．２阿南市 福井川河口

２９ （第２波）１２．３美波町 由岐漁港口

２８ （第２波）９．８美波町 日和佐港入口

５０ （第２波）９．８牟岐町 牟岐漁港湾口

５２ （第２波）１０．５海陽町 浅川湾中央部

２９ （第２波）８．１海陽町 鞆浦漁港口

４４ （第３波）１５．８海陽町 宍喰漁港中央部

＜出典＞H24.10.31 徳島県津波浸水想定より

鳴門市【35.3km2】

松茂町【11.4km2】
北島町【 8.0km2】
藍住町【 2.1km2】

阿南市【45.0km2】

美波町【 5.6km2】

牟岐町【 2.7km2】

海陽町【 5.0km2】

徳島市【57.5km2】

小松島市【28.8km2】

南海トラフ地震による津波浸水想定【徳島県想定】

※【○km2】書きは、各市町での想定浸水面積

南海トラフ地震 徳島県の被害想定＜津波＞

１．道路啓開計画策定の背景及び徳島県の被害想定



○ 沿岸部や河川流域では、液状化の危険度が極めて高いと想定されている区域が多く分布している。

南海トラフ地震による液状化危険度分布図【徳島県想定】

＜出典＞H25.7.31 徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（第一次）
公表の液状化危険度分布図に緊急輸送道路等を
重ねたもの

南海トラフ地震 徳島県の被害想定＜液状化＞

１．道路啓開計画策定の背景及び徳島県の被害想定



○ 南海トラフ地震による強い揺れや津波等により、死者 ３１，３００人、全壊 １１６，４００棟など、甚大な被害が

想定されています。

徳島県南海トラフ巨大地震被害想定【徳島県想定】

＜出典＞H25.7.31 
徳島県南海トラフ巨大地震
被害想定（第一次）より

＜出典＞H25.11.25 
徳島県南海トラフ巨大地震
被害想定（第二次）より

南海トラフ地震 徳島県の被害想定＜人的・建物等＞

１．道路啓開計画策定の背景及び徳島県の被害想定



四国広域道路啓開計画
（平成２８年３月策定）

香
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徳島県道路啓開計画(平成２９年３月策定）

大規模災害発生時、徳島県において、迅速かつ効率的な道路啓開を行うための

道路啓開計画をあらかじめ策定

・県内の道路啓開対象路線や優先するルートの選定

・具体的で確実性のある道路啓開の実施手法や実施手順の検討 等

【四国おうぎ（扇）作戦】

○ 瀬戸内側から被害の甚大な太平洋側へ、優先的に啓開するルート（進出

ルート）を設定、あわせて、「出発拠点」と「集結拠点」を設定

○ 基本的な考え方

・道路管理者が自ら管理する道路の啓開

・支援部隊による「進出ルート」の道路啓開

内閣府の具体計画
（平成２７年３月策定）

【南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画】

○ 発災直後から全国からの人員・物資・燃料の輸送が迅速かつ円滑に行わ

れるよう、あらかじめ、通行を確保すべき道路（緊急輸送ルート）を設定

○ 緊急輸送ルートに関連した「大規模な広域防災拠点」を設定

徳島県道路啓開計画＜位置付け＞

１．道路啓開計画策定の背景及び徳島県の被害想定



【徳島県道路啓開計画の目的】

２．徳島県道路啓開計画の概要

徳島県では、南海トラフ巨大地震による、強い揺れと巨大な津波に
より大量のガレキの堆積や放置車両等により、道路網が寸断する恐れ
があり、救助・救援、救出活動に大きな支障となることが危惧される。

発災後、迅速かつ効率的な道路啓開を行うため、

あらかじめ道路啓開の手法や実施手順等について具体的に定めた、

徳島県における道路啓開計画を策定するものである。

徳島県道路啓開計画（平成２９年 ３ 月策定）

災害拠点病院等に接続する道路を 「重要施設アクセス道路」としての追加令和 元年１２月改定

警察、消防、役場等の防災活動拠点に接続する道路を「重要施設アクセス道路」としての追加令和 ２ 年１１月改定

地震発生直後の初動を「要請着手」から「自動着手」に見直し令和 ４ 年 ３月改定

「重要施設アクセス道路」を「緊急輸送道路」に格上げ令和 ６ 年 ３月改定

道路啓開指示系統を「徳島県災害対策本部」へ一元化令和 ６ 年 ６月改定



【徳島県道路啓開計画の要旨（基本方針）】

１．対象とする災害と被害

本計画は、南海トラフ沿いで発生すると想定される南海トラフ地震による大規模災害

を対象とする。

２．計画を適用する地震規模

本計画は、南海トラフ沿いで発生すると想定される南海トラフ地震発生時に、徳島県

内で「震度６弱以上」の地震が発生、または、「大津波警報」が発表された場合に適用

する。

３．地震発生時の初動

南海トラフ地震発生直後は、通信回線の途絶や停電等により情報通信機器が使用できなく

なるなどの混乱が予測されるため、道路啓開作業への着手は準備が整い次第、自動的に着手

することを基本とする。

なお、津波浸水想定区域においては、津波警報解除後に道路啓開作業に着手するもの

とする。

２．徳島県道路啓開計画の概要



４．道路啓開の対象道路

道路啓開の対象道路は、徳島県地域防災計画（R6.1）に基づく、１次、２次、３次

緊急輸送道路道路とする。

２．徳島県道路啓開計画の概要



２．徳島県道路啓開計画の概要

徳島県道路啓開計画で優先するルート

四国広域道路啓開計画で決定した進出ルート
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６．優先するルート及び支援要請等連絡系統

ルート①：徳島～阿南（進出ルート２種類）
進出ルート海側

２．徳島県道路啓開計画の概要

進出ルート山側



南部健康運動公園
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ルート⑥：高知～室戸～阿南
進出ルート 高知～室戸～阿南

２．徳島県道路啓開計画の概要


